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はじめに
　現代社会に生きる子どもたち　（児童・生徒）にとって最大の関心事は，学校における学
力形成の内容と方向であろう。それは，厳しい受験競争を勝ち抜く「手段としての学力」
（点数獲得能力〉がどれくらいついたかに話題が集まりがちであるが，本質的に問われな
ければならないことは，諸能力形成の基礎，すなわち「目的としての学力」が形成されて
いるのかどうかなのではないだろうか。ここでいう「目的としての学力」とは，単なるテ
ストの成績ではなく教育・学習内容の理解度や認識度のことであるが，「どしゃぶりの雨
ときりさめでは，どちらが早く落ちてくるか」「少数と分数の違いは」などにまともに答
えられない大学生，「時計」「先生」を短音でトケイ，センセイと発音したり，微分積分な
どもう見たくもないと発言する大学生を見ていると，諸能力の基礎としての学力は危機的
状況にあると断定しても言いすぎにはならないだろう。
　「手段としての学力」形成の肥大化と「目的としての学力」形成の崩壊，ここにこそ今
日の学校教育の抱える根本的な問題が潜んでいるのであり，多くの教育問題が発生しかつ
累積していく根本的な原因もここにあると思われるのである。
　今日の学校教育が抱える問題は，登校拒否，高校中退に象徴されるように学校教育それ
自体を拒否するところまできている。これを藤田は「1960年代までの中心的なく教育問
題〉は，戦争で荒廃した地域社会の再建，集団就職，青少年非行，暴走族といった，主と
して学校の外での問題」「70年代に問題化してきたのは，〈荒れる学校〉の問題であり，
学校の中の問題であった。」「ところが80年代には，登校拒否，高校中退といったく学校教
育の拒否〉という象徴的な事象が問題化してきた」と性格づけているD。
　しかし，ここでいう「〈学校教育の拒否〉」とは，何を拒否することなのか。1・イリ
イチの提起するような「制度としての学校」を拒否しはじめているのか2），それとも「学
校教育の教育的価値」を拒否するものなのか。また，拒否という行為は，一部の児童・生
徒が陥っている特殊な現象なのか，それとも潜在的心証を含め多くの児童・生徒が抱く普
遍的なものなのか。どのような視角によってこの「学校教育の拒否」を分析するのか，そ
の如何が問われるのである。私はこれを，児童・生徒が普遍的に抱く学校教育の教育的価
値にたいする拒否的傾向と性格づけるのである。
　さて，児童・生徒が普遍的に抱く学校教育の教育的価値にたいする拒否的傾向，その内
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容はどう規定されるだろうか。いうまでもなく，学校教育の本質的営為は，教授二学習過
程が教師一児童・生徒，児童一児童，生徒一生徒という人間関係を媒介して行われるもの
である。教授二学習過程の実体的側面は学力形式であるが，前述したように，そこは「手
段としての学力」形成の肥大化と「目的としての学力」形成の崩壊という特徴を増幅しつ
づけているのである。とすれば，学校，学級における人間関係は「手段としての学力」形
成の影響を直接的に受けざるをえず，そのために人間関係は「手段としての学力」形成を
支える「道具としての人間関係」という性格を強く帯びていくのである。すなわち児童・
生徒が普遍的に抱く学校教育の教育的価値にたいする拒否的傾向とは，「手段としての学
力」形成，それを支える「道具としての人間関係」にたいするものなのである。
　本論は，「手段としての学力」形成の肥大化とそれを支える「道具としての人間関係」
を現局面，すなわち生涯学習段階という歴史的・社会的現実において検討し，その具体的
な変容過程を「学級」という場に即して明らかにするものである。
第一章　学級における人間関係，その基礎構造
　「手段としての学力」形成とそれを支える「道具としての人間関係」，すなわち，学力
形成過程と学級の人間関係を構造的に分析しなければならない。
1．　「教育的価値への本質的無関心」と「敵対的競争」
　学力形成過程と学級の人間関係を社会学視点から分析し，「競争価値の支配と教育的価
値への本質的無関心」「敵対的競争の激化」と定式化したのは久冨である。氏は「激化し
た競争に自らを投げ込んで，その成功への努力を集中するという行動様式は，そのことじ
しんの繰り返しを通じて競争における成功を至上の価値とする心性を生み出す」と競争価
値の支配について論じた後，「学校と試験とにおいて評価の対象となることがらへ関心を
集中するが，その強い関心は『そこで高い評価を得て他に優越する」限りのものである。
教育過程が本来テーマとすべき，教育内容・教育方法の教育的価値（陶冶価値と訓育価値）
にたいしては本質的には無関心が生じているのである」と，それを性格づけているのであ
る。また，「競争過程はいかなる条件の下で競争者相互の敵対性を生み出すのであろうか」
という提起をし，「一方の達成・獲得が直ちに，他方の達成・獲得を不可能ないし困難に
するという相互敵対的関係は，指向対象の制限（有限性）という条件下において起こる」
「本来協同的な主体指向的競争も，他者との相対比較を媒介として，名誉・威信という報
酬の限定された敵対的対象指向的競争に容易に転化する」「競争における敵対性の激化は，
目標達成に障害となる他者の排除手段への指向や，相手にたいする敵意を容易に喚起する」
と学級における人間関係の基本問題を敵対的競争にもとめているのである3）。
　しかし，この卓越した分析にも検討を必要とする課題が残されている。いくつかの疑問
を提示してみよう。ひとつは，教育的価値への本質的無関心は競争価値の支配との関係で
述べられているが，それは教育・学習内容に学ぶべき価値がない場合にも発生するであろ
う。ふたつは，敵対性の激化は「指向対象の制限（有限性）」「他者との相対比較」「報酬
操作」によって惹起されるであろうが，この論理は競争が対等であればあるほど激化する
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ものであろう。教育現場の実態からすれば，子どもたちが対等な競争をしているとは考え
られないのである。
2、　「手段としての学力」形成の肥大化とそれを支える「道具としての人間関係」
　このような疑問を論理の中にとりこみ，「教育的価値への本質的無関心」「敵対的競争の
激化」を再構戒してみよう。教育的価値への本質的無関心は，教育・学習内容に学ぶべき
価値がない場合にも発生すると疑問を提示しておいたが，学校教育の基本問題は教育・学
習内容が「よくわかる」「たのしい」というレベルで組織されていないことではないだろ
うか。それが「よくわかる」「たのしい」ものでないことによって，子どもたちの勉強す
る理由は，将来のため（受験に勝つ），他人に勝つため，すなわち競争的価値が唯一のも
のとならざるをえないのである。また，同じことであるが，教師自身も勉強させるために
は競争を喚起せざるをえないのである。このように考えると，「教育的価値への本質的無
関心」は競争的価値の支配によってではなく，学ぶべき価値がない教育・学習内容の結果
なのであり，競争的価値の支配は「よくわからない，おもしろくない勉強をする・させる
ため」の動機として学級内に直接作用する機能なのである。
　「学ぶべき価値のない教育・学習内容」が「教育的価値への本質的無関心」をつくりだ
している。それでも「勉強」しなければならない。学力形成はますます「手段」化し肥大
化していくのである。子どもたちは，何も学んでいない。学ぶことのない「発達」に，勝
者はいないだろう。長時間反復訓練によって「できる子」はっくられる，しかし，そこに
は学ぶことのよろこびは無い。「できない子」がもつのは，不当にも可能性を閉ざされた
「敗北感」と勝者にたいするやり場のない「敵意」であろう。そして，両者とも学ぶこと
での自己実現は空洞化している。「手段としての学力」形成の肥大化，その陰で子どもた
ちは，諸能力，諸認識の基礎からますます遠ざかっているのである。
　さて，「敵対的競争の激化」は，前述したように，競争が対等であればあるほど激化す
るものであろう。しかし，現実の矛盾は，対等ではないことによって引き起こされている
のではないだろうか。「できる子によるできない子にたいするいじめ」これひとつを見て
も，直接的な競争相手との敵対的関係ではないだろう。そうではなく，敵対的関係は学級
の人間関係全体を貫くものといえるのではなかろうか。対等な子どもたちを序列化し，個々
ばらばらに競争させる，それが敵対的競争の基礎であるが，さらに「勉強」の動機づけと
して競争が日常的に喚起される。今日の学校・学級における敵対的競争の激化は，「手段
としての学力」形成のために，学級における子どもたちの序列化と競争意識を「道具」と
して日常的につくる，すなわち「意図され組織された敵対的競争」なのである。
　競争のために発達が強制される，発達は個人化し競争だけが集団化していく。子どもた
ちの序列と格差は拡大し固定化していく。それでも競争は喚起されつづけ，しかも，学力
形成だけでなく児童会活動・クラブ活動，学級活動，学校行事などを含め，子どもの人間
性全体を比較しあうという様相を帯びていくのである。競争を喚起する「道具」として学
級の人間関係が意図的に利用されるのである。
　ここに「手段としての学力」形成の肥大化とそれを支える「道具としての人間関係」の
構図ができあがるのである。
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3．学級における人間関係
　「手段としての学力」形成の肥大化とそれを支える「道具としての人間関係」，その内
容とは「学ぶべき価値のない教育・学習内容＝教育的価値への本質的無関心＝競争的価値
の喚起＝人間関係の道具としての利用」である。学級は「競争のために発達が強制され，
発達は個人化し競争だけが集団化する」また「意図され組織された敵対的競争」が喚起さ
れる，そのような「場」となっていくのである。「学級における人間関係」の矛盾は，こ
れらを基礎に発生しているのである。
　学級は子どもたちを能力別に編成したものではなく，さまざまな差異と格差をもった子
どもたち集団なのである。その差異と格差が，学力形成や能力形成に利用されるのだが，
そのやり方は「獲得的利用」と「利用的獲得」の2つがあるだろう。前者は，教育内容が
明確な論理によって編成されている時，それを獲得していくためには多様な考え，意見が
絶対的に必要なのであり，意見・考えの差異や格差がお互いの発達を豊かにしていく。こ
こでの子どもたちはお互いの発達にとって必要な他者になる。
　後者は，学ぶべき価値のない教育・学習内容が提示される時に引き起こされる。この場
合，子どもたちの認識過程は完全に無視されている。「答え合せの授業」では，正解か不
正解か，できたかできなかったかだけが重要なのである。子どもたちは比較され，お互い
に疎外しあい孤立化する。しかもその矛盾は学習の動機づけのレベルで増幅する。教育・
学習内容に魅力がなければ，動機づけは「恐怖」である。「将来困るぞ」「こんなことも分
からないのか」「やる気があるのか」などが多用され，比較は「意欲がない」「集中力がな
い」「関心がない」「忍耐力がない」など人間的資質全体に及んでいく。比較されつくられ
ていく序列はテストの点数によるものばかりではなく，それは人間性の序列，優劣を含む
ものなのである。子どもたちは，お互いの比較と競争にとって必要な他者になり，人間的
な資質までも比較・競争させられることによって「他者にたいする人間性までをも含む敵
意」を醸成していくのである。
　今日，教科書を中心とする教育内容は，学ぶべき価値を含んではいない。そのため子ど
もたちの差異と格差は，競争のために利用される「道具」になっているのである。しかも，
人間性さえも比較・競争させられることによって，「他者にたいする人間性までをも含む
敵意」を子どもたちのなかにつくりだすことになるのである。学級における人間関係の基
本問題はここにある。
　さて，一般的な性格規定から「現段階」の具体的な分析に移ろう。
第2章　学級における人間関係と学校教育をめぐる4つのベクトル
　学級における人間関係は，「手段としての学力」形成の肥大化とそれを支える　「道具と
しての人間関係」という基礎的構造の歴史的社会的あり方によって，具体的な内容と性格
をもつのである。それを明らかにするためには，学級における人間関係を規定する日本社
会の「現段階」と学校教育の「現段階」が，どのようなものなのかを分析する必要がある
だろう。
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1．　「競争」における現段階
　子どもたちが社会的発達をとげようとする，まさにその現代日本社会は1975年前後（昭
和55年前後）に大きな転換，すなわち，オイルショック＝高度経済成長の終焉，低成長時
代の到来を迎えたのである。この時代の特徴はさまざまであるが，子どもたちに直接的な
影響を与えているものは，「受験フィーバー」に象徴される学歴競争の激化であろう。こ
れについて，乾は「高校に限らず公的学校制度全体をめぐる競争条件を大きく転換させた
といっていい。すなわち，高度成長期においては，小一中一高（一大）という公的学校制
度に沿って歩けば，学校制度内部での競争結果の如何を問わず，制度からドロップアウト
しないかぎり，それなりの社会経済的条件が保障された。しかし，『低成長』期において
は，企業内の競争の性格がそのように変化したと同様，学校制度内部の競争もまた，『排
他的生き残り競争』という性格を強くおびはじめている。………（略）………労働市場そ
のものは狭くなったが，そこに通じるメインストリートはいまだ公的学校制度である。し
たがって，競争は学校制度内に封じ込められたまま，著しく激化する」4）と性格づけてい
るのである。
　しかもそれは，専修学校の発足（1976年），私学振興助成法の成立（1975年）＝大学定員
抑制策などによって，新しい局面を迎えることになる。久冨，高口の分析「学校社会にお
ける競争は，広がらない問口へ向かってひしめき合う『閉じられた競争』に性格転化した。
また，競争が大多数を巻き込んだ結果，今度はそこから『降りる』ことが難しい，つまり
競争不参加が競争関係からの離脱でなく，競争平面からの脱落になってしまう，その意味
でも『閉じられた』性格を強めたのである」5）が，この局面を明確に特徴づけている。
　こうして，1975年以降，子どもたちに社会的発達をめぐる「競争」は，新たな局面を迎
えることになるのである。しかし，この時代（現段階）を特徴づける変化はそれだけでは
ない。子どもの数の減少，男女平等の進展，余暇時間の拡大，子どもの遊びの変容など，
子どもたちの社会的発達過程の変容は全体的，総合的に進んでいるのである。
2．子どもたちの社会的発達過程の変容
　子どもの数の減少，それが社会的野関係を規定する要因になってきた。平成4年度『国
民生活白書』（経済企画庁編，大蔵省印刷局）は「少子社会の到来，その影響と対応」と
してまとめられた。女性が一生のうちに生む子どもの数（合計特殊出生率）は，1．53人
にまで減少したのである（1991年，平成3年）。これを子どもの社会的発達過程との関連
でみると，直接的には「きょうだい関係と親子関係」の変容としてあらわれるであろう。
『国民生活基礎調査』（厚生省統計情報部）によれば，「児童のいる世帯」のなかで，児童
2人の世帯は46．3パーセント，児童1人の世帯は37．3パーセントとなっており，きょうだ
いの数は2人か1人が標準なのである（1988年，昭和63年。ここでいう児童とは，18歳未
満の未婚の者である）。
　子どもの数の歴史的な減少過程は地域子ども集団の崩壊を意味するが，現段階において
のそれは，きょうだい関係の解体へと向かっているのではなかろうか。子どもが1人の場
合，また，子どもが2人の場合も男性と女性ならば，きょうだいという集団は形成できな
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いだろう。同性の2人きょうだいの場合はどうであろうか。男2人のきょうだいは，「対
立関係，専制関係，分離関係」が多く，女2人のきょうだいは「親和関係」となることが
多いようである6）。このように考えると，女2人きょうだい以外では，きょうだいの集団
性はほとんどなくなっており，子どもたちは独自の生活世界を失いながら孤立化を深めて
いるのである。
　現段階の変容は，男と女の平等化の過程としてもあらわれている。男女雇用機会均等法
（雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等女子労働者の福祉の増進に関す
る法律）が，1986年忌昭和6！年）に施行され，育児休業に関する法律が1992年（平成4年）
に施行された。これらの法制度は，罰則規定がない，無給の休業であるなどその実現には
多くの課題を残しているが，性別役割分業の解体と社会的発達過程における男女の平等化
を促進することは確実なのである。
　社会的発達過程における男女の平等化は，男性を中心としてきた「競争」過程に女性を
巻き込むことによって，それを強化させる。また，女性の社会的発達過程の独自な形成と
ともに，女性の内部競争もまた激化させていくのである。性差を基礎とする役割関係や主
従的関係は変容を余儀なくされ，人間の集団関係も平等化のなかでの二二という新しい問
題を持つようになるのである。
　こうして日本社会が形成してきた「集団関係」「上下関係」「役割構造」「性差別的関係」
は，「自由と孤立一平等と対立」という関係に変容しはじめたのである。しかもそれは，
余暇時間の拡大，遊び内容の変容など，子どもの社会的発達過程に「新しい内容」を伴い
進展しているところに現段階の特徴がある。
　週休2日制や夏休みの実施（勤労者），学校5日制（1992年9月1日から毎月の第2土
曜日が休業日になる）など余暇時間の拡大は，スポーツ，文化的活動，レジャーなど子ど
もたちの学校外での体験を拡大しつつある。その内容は，余暇が自由の領域であることに
よって，「多様で個性的な発達」という特徴を形成していく可能性をもっているのである。
しかし現状では，「多様で個性的な発達」を支える社会的環：境（施設，企画）は十分でな
く，「多様で個性的な発達」は家庭の経済力の格差を反映した階層的なものになっていく
だろう。学校教育中心の画一的な発達過程は，余暇時間における「多様で個性的な発達」
の階層的な進展という新たな質を抱え込むことになるのである。
　遊び内容の変容は，テレビゲームの急激な普及によってもたらされたものである。ファ
ミコン（任天堂）が発売されたのは1983年（昭和58年）であるが，その普及は一年間に
160万台という驚異的なものであった。その後，PCエンジン（NEC），メガドライブ
（セガ）と続き，1990年にはスーパーファミコン（任天堂）が発売され，子どもたち，と
くに男子の遊びはテレビゲームを中心とするものになっていくのである。これらの販売構
造は，本機・ソフト・雑誌（マンガを含む）・解読本・キャラクター商品を総合的に販売
し，その対象は小学生から青年までという幅広いものである。すなわち，テレビブームは，
小学生から青年まで「誰にでもできるように」システム化され，遊びにおける発達段階を
「無視・解体」するものなのである。しかもそれは，「遊ばない・遊べない子ども」「時間，
空間，仲間の3つの間がない子ども」ではなく，個人的室内遊びの急激な拡張をもたらし
ているのである。こうして子どもの遊びにおける発達は，「発達段階の無視と解体」「個人
的室内遊びの拡張」を基礎に進むことになるのである。
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　子どもたちは，独自な生活世界（地域の子ども集団）ときようだい関係の崩壊とによっ
て，ますます集団的な体験と関係を失いながら孤立化を深めていく。「競争」参加国の量
的な拡大と質的変容（女性の参加，女性の内部競争）。子どもたちの人間関係における
「自由と孤立一平等と対立」の拡大。余暇時間における「多様で個性的な発達」の階層的
な進展。そして，遊びにおける「発達段階の無視と解体」および「個人的室内遊びの拡
張」。これらが，子どもたちの現段階での社会的発達過程の特徴であり，学級における人
間関係を規定する基礎条件になるのである。
　ここでこれらを学級における人間関係のあくまでも基礎条件と位置づけるのは，これら
は教育活動（授業過程，学級活動など）の内容と方向によって変容するからである。そこ
で，現段階の教育活動の内容と方向を規定する「新学習指導要領」（平成4年施行）がど
のような機能をもつのか，それを検討しなければならないのである。
3．学校教育をめぐる4っのベクトル
　新学習指導要領は教育活動の内容と方向をどのようにさだめているだろうか。その第1
章総則の第1教育課程編成の一般方針の1によれば，「学校の教育活動を進めるに当たっ
ては，自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力の育成を図るとともに，基礎
的・基本的な内容の指導を徹底し，個性を生かす教育の充実に努めなければならない」と
なっているのである。すなわち，目指されているものは「自ら学ぶ意欲の育成」「社会の
変化に主体的に対応できる能力の育成」「基礎的・基本的な内容の徹底した指導」「個性を
生かす教育」なのである。
　これらを学習指導のレベルで説明を与えているのは，文部省教育課程企画官，高岡浩二
「指導要録の改訂の基本的な考え方と意義」であるが，それによれば「このような教育を
実現するためには，自ら学ぶ意欲や思考力，判断力，表現力などを育成することを基本と
する学力観にたって学習指導を創造する必要がある」「児童がこれまで経験したり，学ん
だりしたことなどをもとにして，新しい課題に進んでかかわり，自ら考え判断し表現する
ことを基軸にして学習指導が展開される必要がある。また，その過程において新たな知識
や技能を自ら獲得するようにし，児童一人一人の思考や判断，表現などの体系の中に組み
込まれるようにすることが大切である」というものである。こうして，「知識を重視する
学習指導」は否定され，「自ら学ぶ意欲や思考力，判断力，表現力などを育成する学習指
導」すなわち「児童一人一人の学習課程」を重視する学習指導が目指されるようになって
いるのである7）。
　このような内容と方向は，学級における人間関係にどのような影響を与えるのであろう
か。これを，学校教育をめぐる4つのベクトル（図1）によって明らかにしてみよう8）。
　学校教育をめぐる対抗関係は，「生涯学習論」「主体的学習論」「人間性教育論」「科学的
教育論」という学校教育の目標と形態の対立として表わすことができよう。主体的学習論
は，制度としての学校や一斉授業を拒否し学習の基本を「自由で個性的な自己学習」と，
そのネットワークである「協同学習」に求めるものである。人間性教育論は詰め込み教育
やテスト主義に反対し，子どもたちの潜在的技能と創造的思考や能力（「わかる力」）を発
達させ，同時に生活を切り開く能力（「生きる力」）の形成を目指し生活経験を組織しよう
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というものである。これらにたいして科学的教育論は，まったく異なる教育観にたってい
る。この理論の学力規定は「成果が計測可能でだれにでもわかち伝えることができるよう
組織された教育内容を，学習して到達した能力」9）というものである。これが主体的学習
論や人間性教育論と違うのは，教育活動の最重要課題を「自発性」「人間性」「生活経験」
などではなく「教育内容の編成」（わかるように教育内容を組織せよ）においていること
であろう。
　4つのベクトルの中では，生涯学習論がもっとも新しいものである。これは文字通り生
涯にわたって学習するというものであるが，学習形態からみると「自己学習」論なのであ
る。生涯学習論以前の系譜は，能力主義教育にもとめることができるが，その学習形態は
「態度主義」「鍛錬主義」というものであった。この「態度主義」「鍛錬主義」とは，学力
の中心に「学ぶ意欲」「思考力」「態度（数理的な態度など）」をすえるもので，基本的な
考え方は，知識を与えただけでは能力は形成されない，能力を形成するためには「意欲・
思考力・態度」を喚起，形成する必要があるというものである。
　生涯学習論の「自己学習」は，この「態度主義」「鍛錬主義」を継承しながら「わかる
力」「生きる力」を結合し，同時に「自発的」に学ぶことをもとめるものであろう。その
結果として学習形態は，教育内容をよくわかるように組織・編成しないまま，自ら考える
ための過程ばかりを拡大することになる。このような学習過程と「意欲・思考力・態度」
の偏った拡大は，人間的諸能力全体を評価の対象にすえることによって人格間競争を激化
させ人格間格差をさらに拡大することになる。これだけなら能力主義教育（「態度主義」
「鍛錬主義」）にも共通するのであるが，生涯学習論（「自己学習」）の特徴は，人格的格差
を「個性」や「多様性」といいかえ子どもたちに「敵対意識」ではなく「相互承認」を強
くもとめようとするも
のなのである。また，
自発的に学ぶことの強
調は，発達における
「自己責任」を強調す
ることになり，「よく
わからない」「できな
い」ということの原因
を自分の努力不足とせ
ざるをえない状況をつ
くりだすものなのであ
る。
　我が国の学校教育に
存在した4つのベクト
ルは，「態度主義」「鍛
錬主義」に「生きる力」
「わかる力」「自由」「個
性」「多様性」が結合
した生涯学習によって
「態度主義」
「鍛錬主義」
「自己学習」
選別・差別
　「個’1生イヒ」
　「多様化」
　「国際化」
「担任制」
図1．学校教育をめぐる4つのベクトル
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様相を大きく変えようとしている。今後，生涯学習論（「自己学習」論）によって学級の
人間関係の内容と方向がつくられるのであろうが，そこには依然として「教育内容がわか
るように組織されていない」という矛盾が存在しつづけるのである。
　競争は学校制度内に封じ込められたまま著しく激化する。しかも，そこから「降りる」
ことが難しい「閉じられた」性格を強めていく。子どもの数は減少し，きょうだい関係は
解体へと進んでいく。子どもたちは，独自の集団的生活世界（地域子ども集団，きょうだ
い）を失い孤立化を深めていく。社会的発達過程における男女の平等化が進み，「集団関
係」「上下関係」「役割関係」「性差別的関係」は「自由と孤立一平等と対立」という新し
い関係に変容しはじめた。また，余暇時間の拡大は，学校教育中心の画一的な発達過程で
はない「多様で個性的な発達」の階層的な進展をもたらし，テレビゲームによる遊びの変
容は，「遊びの個人化・孤立化」だけでなく「発達における段階性」をつきくずしたので
ある。このような中で，生涯学習の機能は学級における人間関係に今までとはまったく異
なる構造をつくっていくのである。
第3章　学級における人間関係，その現段階的様式
　子どもたちは，お互いの比較と競争にとって必要な他者になる。そして，それが人間的
な資質までも含むことによって，「他者にたいして人間性までをも含む敵意」を形成しあ
うのである。これが，「学ぶべき価値のない教育・学習内容・＝教育的価値への本質的無関
心＝競争的価値の喚起＝人間関係の道具としての利用」によってつくられる学級の人間関
係である。しかもそれは，子どもたちの社会的発達過程の今日的様相，「自己学習」とい
う学校における学習指導のあり方の転換によって今日的具体的様式を進展させる。
　全ての子どもたちが大学をめざして競争する。自己形成は孤立化・家庭内化しつつ，人
間関係（集団，男女）は平等化していく。発達における「段階性」がくずれ，同時に，発
達における階層的格差は拡大していく。このような「現段階」で，生涯学習論が「知識を
重視する学習指導」を否定し，「自ら学ぶ意欲や思考力，判断力，表現力などを育成する
学習指導」を行うのである。学級における人問関係は，どのような内容と構造（今日的様
式）をもつにいたるのであろうか。
　それは3つの原理によって，すなわち「教育的価値への本質的無関心の拡大」「学習過
程の肥大化と教科外活動の拡大」「絶対的格差の形成とその相互承認」によってつくられ
るであろう。
1．学級における基本原理の変容
　「教育的価値への本質的無関心」はますます拡大していくだろう。学歴獲得競争は，大
学進学を目標に性差を越えて激化するであろう。そして，それは競争参加者の増加という
よりも，すべての子どもたちが競争に参加するというなかで激化するのである。しかも，
教育・学習内容は，「おもしろい」「よく分かる」ように編成されることはなく，それどこ
ろか「意欲・思考力・態度」ばかりが強調されるようになるのである。競争は，すべての
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子どもによる「内容のない」獲得物をめぐる人間的資質と能力の格差を競うものになって
いくのである。しかし，人間的資質と能力はテストの点数によって測定される，すなわち，
テストの点数が高いものは，「意欲・思考力・態度」の高いものと評価されるのである。
結果は明らかであろう，テストのための「勉強」が激しくなるだけである。獲得物に内容
がなければないほど，より多く時間をかける，より多く練習問題をせざるをえないのであ
る。それが広がるのであり，子どもたちは「勉強」すればするほど，学ぶことのおもしろ
さから遠ざかっていくのである。
　「学習過程の肥大化と教科外活動の拡大」は学習指導の新しい特徴になるだろう。「自
ら意欲をもって学ぶ」ことが重視される。これだけをみると，授業は押し付けから主体的
なものに変わっていくと錯覚するほどである。しかし，教授過程を欠いた学習過程では子
どもたちに科学的な認識を形成することはできない。「固有名詞と年代の羅列」といわれ
る社会科の教育内容，それを学ぶためにさまざまな資料を提供し関連思考だ比較思考だと
いわれても，本質的な関連へ到達するはずもなく諸資料は暗記を助けるだけの意味しか持
ちえないだろう。小数は分数から導かれ，読み方と計算：の仕方が提示されているだけであ
るが，これをいくら学習しても10進小数の優秀さ，はんぱの測定の苦労，ましてや小数と
は何かなどという認識には至らないのである。結果は，自ら学べるものと自ら学べないも
のの格差，すなわち「意欲・思考力・態度」の格差がつくられる，しかも「できるできな
い」は，すべて自分の責任ということになっていくのである。
　それでも教授過程を欠いた学習過程は重視され肥大化していくであろう。なぜか，それ
は学校が子どもたちの人格形成全般に関わろうとするからである。たしかに，子どもたち
は独自の集団的生活世界（地域子ども集団。きょうだい）を失い，孤立化のなかで自己形
成に必要な経験と人間関係を失っているのであるが，まさにその自己形成を学習過程にお
いて実現しようとしているのである。
　また，意欲・思考力・態度は人間的資質と位置づけられ，教科外活動によって形成する
ことがめざされている。生活科（教科ではないだろう）が新設され，ニワトリを飼育する
などの生活経験が「意欲・思考力・態度」の基礎として組織される。特別活動は「やる気
のある学級」「やる気のある人」が評価され，とにかく意欲を示せばいいという異常な状
況がつくられつつある。こうして学級は，学校的自己形成と自己形成それ自体を競争する
場に変容する。
　しかし，もっとも大きい変化は「絶対的格差の形成とその相互承認」という機能ではな
いだろうか。テストの点数だけの格差ならば，練習し努力すれば縮めることも可能なので
ある。また，わからない，できない原因は教師の教え方にあると批判することもできたの
である。しかし，新しい格差は「意欲・思考力・態度」という自らの人間的資質によって
つくられ，さらに，自ら学んだかどうかによってつくられるのである。そして，教育評価
もそれを中心になされることになる10）。人間的資質や自己学習能力の差によってつくられ
る格差は，簡単に越えることができない絶対的な性格を帯びはじめるであろう。なぜなら，
この絶対的格差は，余暇時間の拡大による「多様で個性的な発達」の階層的な進展，「発
達における段階性」の後退によってつくられた階層的差異，個人的差異だからである。
　しかも，その絶対的格差にたいして「敵意」ではなく「相互承認」がもとめられている
のである。一方で，差異は「個性」であり「多様性」であり「自己責任」であると強調さ
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れ，他方では特別活動，道徳教育で「集団体験，集団意識」が教えこまれ「相互承認」の
基盤がつくられる。競争は困難であり，敵意は不正なのだ。
2．学級における人間関係
　学歴獲i得競争を激化させながら，学級における競争の様式は「教育的価値への本質的無
関心の拡大」「学習過程の肥大化と教科外活動の拡大（学校的自己形成）」「絶対的格差の
形成とその相互承認」という原理に支配されることになる。これらによって学級における
人間関係は，集団性の解体と人間的資質の比較競争の激化という新たな性格をおびる。
　集団性の解体は，個人の社会的発達過程の客観的性格と学級における発達過程の主観的
（意図的操作的）性格の矛盾が激しくなることで進展するであろう。現段階における個人
の社会的発達過程の性格は，大学をめざす学歴獲得競争に勝つこと，競争の魂を自らのも
のとし精進すること，測定可能な「学力」を形成することであり，そのためには「生活経
験」「文化経験」を犠牲にするというものである。しかし，学校はそれを認めないという
のである。生涯学習（「自己学習」）論による学級運営は，学級集団による「学力」競争を
困難にしながら，「格差」にたいしては優勝劣敗ではなく「個性」として相互承認せよと
いうのである。学級が「学力」競争を比較しあう場でなくなるほど，「学力」の形成過程
は学校外化し個人化する。学級の学習集団としての性格は解体していくのである。
　それにかわって登場するものが，人間的資質をめぐる比較競争である。もとめられるも
のは「意欲・思考力・態度」の形成であるが，これらもまた「自己学習」によって，さら
に教科外の諸活動と学校外の生活によって形成されざるをえないものとして性格づけられ
ているのである。しかし，教育・学習内容それ自体から形成されることのない「意欲・思
考力・態度」は，何によって形成されるのであろうか。それは「人よりもできる」ことに
よって喚起するしかないであろう。結果は，早期学習，反復訓練という「学力」競争が激
しくなるだけであるが，「意欲・思考力・態度」の測定が人間的資質の比較にまでおよぶ
ことによって，スポーツ，文化活動，地域参加（ボランティアなども），生活参加さえ競
争の手段になってしまうのである。しかもここには，家庭間格差，階層間格差があるだけ
でなく，「発達段階の解体」という社会的条件によって子どもたちの発達における格差は
広がっているのである。人間的資質までも含めた比較競争は，それによって学級を構成す
る子どもたちを序列化し固定化することになる。
　学級が学習集団としての性格を失い，人間的資質までも含めた比較競争の場になるなか
で，人間関係は「個人化」し「序列化」していくであろう。
3．学級構造の変容
学級は，集団性を解体させながら集団として機能させられるのである。その時，学級は
いままでとは異なる構造をつくりだすであろう。
学級の集団性は「学習」という部分で解体し，個人的な「努力」のみが評価されるよう
になる。また，人間的資質にまでおよぶ比較は，一緒に遊ぶ仲間という生活集団的な性格
さえ解体させていくであろう。諸機能は変容を余儀なくされる。それは，教師，学級集団
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はもとより子どもたちの意識にまでおよんでいくのである。
　教師は教えない。「意欲・思考力・態度」を喚起し，人間的資質さえ比較し評価する人
になる。しかも，格差やそれによる矛盾，競争を「自己責任」「相互承認」を強調するこ
とによって，すなわち集団内部の葛藤を個人個人の問題として再編成，再規定するという
重要な機能を持たざるをえなくなるのである。こうして，教師は人間的な資質さえ評価す
るといく意味で絶対的な権限をもつようになり，子どもたちは問題を個人的，内面的に処
理させられるという関係ができあがるのである。
　子どもたちの個人化と序列化で学級集団は内部的に解体していく。しかしだからこそで
あるが，集団化の機能は外部からもたらされるようになる。特別活動である。それは，集
団への所属意識を情緒的につくりだす。その方法は，協同体験と外的競争（外的競争と内
的親和）である。特別活動は，学級，学年や縦割り集団などによって取り組まれ，個人が
出てくることはない。運動会のリレーは全員リレーであり，勝敗は集団単位で判定される
のである。足の早いものは遅いものの分まで頑張り，遅いものは皆に「迷惑」がかからな
いように頑張る。対抗すべき相手は学級の外にある。こうして学級は，集団意識を外部か
ら情緒的に形成されていくのである。
　学級集団は，内部的な解体による個人化と外部対抗的に形成される情緒的な集団性とい
く矛盾をもつようになる。しかし，実質的に個人化を強化しながら情緒的に集団的一体性
を保持するなど不可能なことなのだ。子どもたちは個人化しながら，部分的な集団を形成
していくであろう。それは仲良しグループなど，個人的な嗜好（好き嫌いなど）による人
間関係なのである。こうして帰属意識は学級ではなく小人数のグループとなり，学級はそ
れらのあつまりになっていく。グループができればグループの間に対抗が生れ，また，グ
ループに入れないものもでてくるであろう。
　学級構造は，教師の権限が絶対的な性格を帯びながら，子どもたちは個人化し序列化し
ていく。そして，情緒的な集団性を喚起されたとしても学級は集団的な一体性を形成でき
ず，学級は複数の小人数グループとそこに入れないものによって構成されることになるの
である。
　学級の現段階的様式は，基本原理の変容（「教育的価値への本質的無関心の拡大」「学習
過程の肥大化と教科外活動の拡大」「絶対的格差の形成とその相互承認」），学習集団とし
ての集団性の崩壊，人間的資質までも比較される「個人化」と「序列化」の進展，学級へ
の帰属意識の希薄化と小人数グループの帰属集団化ということになろう。そしてこれを意
図的につくりだす教師の権限は絶対的な性格をもちはじめたのである。
まとめ
　学級における人間関係，その基盤構造は「学ぶべき価値のない教育・学習内容＝教育的
価値への本質的無関心＝競争的価値の喚起＝人間関係の道具としての利用」であった。
　そして，生涯学習論（「自己教育」）は，子どもたちの社会的発達過程の変容を増幅させ
るかのように学級の人間関係に新たな変容を迫っているのである。相対的比較による敵対
的競争は否定され，人間的資質までも含めた絶対的比較が登場する。絶対的比較は競争を
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拒否するだけでなく，格差を「個性」「自己責任」として相互に承認させようともするの
である。こうして学力競争と人間的資質形成は学校外へ弾きだされ，家庭の教育力とそれ
を基盤とする学習塾，習い事さらには遊び，生活体験，文化体験などが絶対的格差を形成
する基本要因となり，それをめぐる競争が激化していくのである。しかし，家庭の教育力
は経済力の格差に対応していることから，子どもたちの絶対的格差はますます拡大してい
くであろう。子どもたちの発達は個人化し，学級はそれを比較する場として機能するよう
になるのである。学級における人間関係は「学ぶべき価値のない教育・学習内容二教育的
価値への本質的無関心＝自己教育力の喚起＝絶対的比較による人間関係の個人化・序列化＝
家庭の教育力の道具としての利用」という基本構造によって，学級集団の解体，帰属集団
としての仲良しグループの形成，グループに入れない孤立化する子どもたちという様相を
呈するようになるのである。
　子育ての目標も変容していくだろう。テストで人よりもいい点を取る，それだけではす
まなくなるのである。「意欲のある子」にしなければならない。さらに，「人気もの」にし
なければならないのだ。勉強ができる，スポーツができる，性格が優しい，それだけでは
駄目なのだ。しかし，文字通り「意欲のある子」「人気もの」をつくるなど家庭の教育力
の範囲で，また，きょうだいさえ解体しているなかでできるはずはないのだ。結果として
「意欲のあるふりをする子」「テレビの人気者を同一化できる子」が多くなるだけだろう。
「教育的価値への本質的無関心」が変えられない限り，形は変わったとしても問題はいっ
こうに解決されないのである。
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